
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県では、車の通行が不能となっている区間（かつての旧街道）を、「歩く県道」として整備・利

活用し、地域の活性化に繋げる取り組みを行っています。会津若松建設事務所では、平成 24 年度より

検討会を開催し、地域住民や町村役場の皆様と共に、銀山街道の整備方法や利活用の仕方について話

し合い、道普請を実施して安全に歩きやすい道になるように整備を行ってきました。今年度からは、

南会津建設事務所も加わり、銀山街道を活用した活動がさらに前進しました。これからも皆様と一緒

に汗を流し、意見交換を重ねていきたいと思います。 
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第 1 回「歩く県道（銀山街道）」地域づくり検討会概要

「「「歩歩歩くくく県県県道道道・・・銀銀銀山山山街街街道道道」」」 

 6 月に実施した 3 峠（銀山・美女・吉尾峠）の現地調査の結果を受けて、今年度の道普請の実

施箇所や施工方法について話し合いました。 

 「銀山街道を活用して地域を元気にする会」事務局長の五十嵐政人氏より、3 月に開催された

『会津銀山街道交流会』の報告と今年度の活動予定について発表がありました。 

● 平成 29 年 9 月 11 日（月）14 時より、三島町町民センターにて

● 参加者  銀山街道を活用して地域を元気にする会 

東北芸術工科大学大学院特別講師・ＯＢ、 

           柳津町・三島町・金山町・昭和村、 

会津若松建設事務所、南会津建設事務所 計 20 名 

 美女峠は、歩きやすく車の通行も可能な道にするため

に、わだち掘れの箇所に土のう袋や土を入れて段差を解

消したい。合せて、昨年施工した横断開渠を、丸太を敷

きつめる工法で手直をし、排水機能を回復させたい。 

検討会での主な意見（道普請に関すること）

 吉尾峠の昭和村側は、川を渡る箇所に丸太で階段を造

ったり、川の中に飛び石を置いたりして、安全に渡れ

るようにしたい。 

 吉尾峠の只見町側は、道路を横断する四つの沢に橋を架けて歩きやすくしたい。 

銀山街道で道普請を行いました 

 今年度の道普請は、「銀山街道を活用して地域を元気にする

会」や「美女帰の里まがた」のみなさん、只見町の地域住民の

みなさん、只見町・三島町・金山町・昭和村の職員のみなさん

にご参加いただき、東北芸術工科大学特別講師の田賀陽介先生

のアドバイスを受けながら、美女峠と吉尾峠（昭和村側と只見

町側）において 3日間にかけて作業を行いました。 

 各峠の道普請の様子について次頁でご紹介します。 

吉尾峠（吉尾集落跡付近） 

橋を架設したい箇所 

びじょがえり



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県会津若松建設事務所 企画調査課 
ＴＥＬ 0242-29-5455   ＦＡＸ 0242-29-5459 

福島県南会津建設事務所  企画調査課 
ＴＥＬ 0241-62-5322   ＦＡＸ 0241-62-5340

ご意見・お問い合わせは

昨年度施工した横断側溝の手直しと、道が大きく洗掘されている箇所の補修工事等を行いました。 

美女峠の道普請   ●実施日 平成 29 年 9 月 19 日（火）  ●参加人数 24 名 

吉尾峠（昭和村側）の道普請   ●実施日 平成 29 年 9 月 28 日（木）  ●参加人数 24 名 

吉尾峠（只見町側）の道普請   ●実施日 平成 29 年 9 月 29 日（金）  ●参加人数 25 名 

川に降りるために設置していた階段と丸太橋が流出してしまった箇所の補修作業を行いした。 

街道を横断する沢 4箇所に橋を架けました。 

ぬかるみや足元が不安定な箇所での掘削、繰り返し行う杭の打設、木の伐り出しや運搬、土のうの敷き

詰めなど、作業はどれも重労働で試行錯誤の連続でしたが、参加者全員の協力のもと、今年度の道普請を

無事に終えることができました。これからも、景色や会話を楽しみつつ、安全に歩ける道になるように、

関係者の皆様と連携して整備を進め、銀山街道の利活用促進に繋げていきたいと思います。今年度第 2

回目の検討会を年内に開催し、道普請の検証やこれからの地域づくり活動について話し合う予定です。検

討会にご参加いただき、色々なご意見をお聞かせいただければと思います。ご協力をお願いいたします。

横断開渠の土のうを撤去して丸太を敷き並べ、車が
通行しやすくしました。 

わだち掘れ箇所は、丸太を設置して鉄筋杭で固定
し、深掘れの部分に土のう袋や土を詰めました。 

表流水で路

面が掘られな

いように、丸太

を千鳥状に配

置。デコボコは

大分少なくな

りました。

川岸に丸太杭をしっかりと打設し、横木をカスガイ

と番線で固定して、階段を作り直しました。 

ツルハシと唐鍬で悪戦苦闘しながら岩盤を掘削し、
人が通れる道幅をようやく確保しました。 

杭が入る方向

を探しながら、

施工しました。
掘削は思う

ように進まず、

根気強く頑張

りました。 

より安定した

構造となり、水

はけが良くなる

ことも期待され

ます。 

沢の両岸に杭と横木で護岸をし、河床に土のう袋を敷

き詰めて浸食を防止した上で、橋を架けました。 

周辺を整地して、木を 4本程度渡すことで簡易的

な橋を設置しました。 

橋の崩落を防ぐ

ために、浸食対策

をしっかり施し、

安定した橋が完成

しました。 

訪れた人が

スムーズに歩

けるようにな

りました。 

（吉尾集落跡付近） 


